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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 515,298 10.7 21,786 7.1 22,362 6.4 14,947 18.5

2022年３月期第３四半期 465,449 9.6 20,334 16.9 21,018 19.0 12,611 8.7

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 19,577百万円（48.1％） 2022年３月期第３四半期 13,220百万円（9.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 100.28 88.81

2022年３月期第３四半期 86.05 71.43

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第３四半期 563,394 178,353 28.4 1,072.47

2022年３月期 480,818 160,854 30.5 985.67

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 160,031百万円 2022年３月期 146,817百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 17.00 － 17.00 34.00

2023年３月期 － 17.00 －

2023年３月期（予想） 17.00 34.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 700,000 12.3 26,700 7.8 27,000 3.4 16,000 5.0 107.34

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）2023年３月期第２四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2022年
　　　３月期第３四半期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（２）連結財政状態

（注）2023年３月期第２四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2022年
　　　３月期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 157,070,496株 2022年３月期 157,070,496株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 7,852,978株 2022年３月期 8,117,957株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 149,049,945株 2022年３月期３Ｑ 146,554,033株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  1社  （社名）中央化学株式会社、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

2018年3月期第3四半期連結会計期間より、期末自己株式には、株式付与ＥＳＯＰ信託口の保有する当社株式（2023

年3月期3Q 334,937株、2022年3月期 338,276株）及び役員報酬ＢＩＰ信託口の保有する当社株式（2023年3月期3Q

317,960株、2022年3月期 338,607株）を含めております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に

関する事項については、【添付資料】4ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・四半期決算補足説明資料については、当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

営 業 収 益 465,449 515,298 49,849 10.7％

営 業 利 益 20,334 21,786 1,451 7.1％

経 常 利 益 21,018 22,362 1,343 6.4％

親会社株主に帰属する

四 半 期 純 利 益
12,611 14,947 2,336 18.5％

前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

営 業 収 益 329,722 360,342 30,619 9.3％

セグメント利益 18,921 20,095 1,173 6.2％

前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

営 業 収 益 109,188 119,326 10,137 9.3％

セグメント利益 1,933 1,892 △41 △2.1％

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間 (２０２２年４月１日～２０２２年１２月３１日　以下「当第３四

半期」)における経済環境は、新型コロナウイルスの感染拡大防止措置が緩和され、経済社会活動

の正常化が進む中で、景気は持ち直しの動きが見られましたが、第７波、第８波の感染再拡大、

ウクライナ情勢の長期化や、世界的な金融引き締めを背景とした急激な為替変動など、経営環境

は依然として予断を許さない状況が続くと見込まれます。

当第３四半期の連結業績は、以下のとおりです。

（百万円）

電気料金ならびに燃料価格、仕入価格の上昇や、コロナ特需の剥落などがありましたが、拡販
ならびに料金・価格改定などにグループ全体で取り組むと共に、Ｍ＆Ａを推進した結果、営業収
益、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに前年同期を上回る結果とな
りました。

当第３四半期のセグメント別の状況は以下のとおりです。
なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分ならびに集計方法を変更してお

り、当第３四半期の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

（物流事業）

（百万円）

電気料金ならびに燃料価格の上昇などがありましたが、拡販ならびに料金改定に取り組むと共
に、Ｍ＆Ａの収益寄与があったことなどにより、営業収益は３，６０３億４２百万円と対前年同
期比３０６億１９百万円の増収、セグメント利益は２００億９５百万円と対前年同期比１１億　
７３百万円の増益となりました。

（商事・貿易事業）

（百万円）

前期に連結子会社化した家庭紙卸売の株式会社カルタスの収益寄与があったことに加え、価格
改定ならびに拡販、コスト改善などに努めましたが、テイクアウト・デリバリーに使用する包材
需要の減少や、仕入価格の上昇などがあり、営業収益は１，１９３億２６百万円と対前年同期比
１０１億３７百万円の増収、セグメント利益は１８億９２百万円と対前年同期比４１百万円の減
益となりました。
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前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

営 業 収 益 21,086 27,746 6,660 31.6％

セグメント利益

又は損失（△）
△340 245 586 ―

前第３四半期 当第３四半期 増減額 増減率

営 業 収 益 5,440 7,879 2,438 44.8％

セグメント利益 674 839 165 24.5％

（ライフサポート事業）

（百万円）

日常生活の正常化の動きに伴う利用者数・来店者数の回復と、新規出店ならびに前期に実施し
たＭ＆Ａの収益寄与があったことなどにより、営業収益は２７７億４６百万円と対前年同期比　
６６億６０百万円の増収、セグメント利益は２億４５百万円と対前年同期比５億８６百万円の増
益となりました。

（ビジネスサポート事業）

（百万円）

拡販ならびにコスト改善に取り組むと共に、Ｍ＆Ａの収益寄与があったことなどにより、営業
収益は７８億７９百万円と対前年同期比２４億３８百万円の増収、セグメント利益は８億３９百
万円と対前年同期比１億６５百万円の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（総資産）

当第３四半期末における総資産は、５，６３３億９４百万円となり、前期末に比べ８２５億　

７６百万円増加いたしました。

流動資産は、２，１１３億１６百万円となり、前期末に比べ４０２億８２百万円増加いたしま

した。これは、現金及び預金が１１６億８５百万円、受取手形、営業未収入金及び契約資産が　

１６１億３６百万円、商品及び製品が６５億３３百万円、原材料及び貯蔵品が２２億９８百万円

増加したことなどによるものです。

固定資産は、３，５２０億７８百万円となり、前期末に比べ４２２億９３百万円増加いたしま

した。これは、有形固定資産が３５７億５０百万円、無形固定資産が１５億２８百万円、投資そ

の他の資産が５０億１４百万円増加したことなどによるものです。

（負債）

当第３四半期末における負債合計は、３，８５０億４１百万円となり、前期末に比べ６５０億

７７百万円増加いたしました。

流動負債は、１，５７２億４３百万円となり、前期末に比べ１９５億９７百万円増加いたしま

した。これは、支払手形及び営業未払金が１０６億５８百万円、電子記録債務が３３億３７百万

円増加したことなどによるものです。

固定負債は、２，２７７億９７百万円となり、前期末に比べ４５４億８０百万円増加いたしま

した。これは、長期借入金が３８５億１８百万円、長期リース債務が３１億４０百万円、資産除

去債務が１０億３３百万円、繰延税金負債が１８億７８百万円増加したことなどによるもので

す。

（純資産）

当第３四半期末における純資産は、１，７８３億５３百万円となり、前期末に比べ１７４億　

９８百万円増加いたしました。これは、利益剰余金が９８億５４百万円、為替換算調整勘定が　

３２億８９百万円、非支配株主持分が４３億６百万円増加したことなどによるものです。自己資

本比率は前期末から２．１ポイント低下し、２８．４％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、２０２２年５月１３日の「２０２２年３月期決算短信」で公表

いたしました通期の連結業績予想と変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 45,093 56,778

受取手形、営業未収入金及び契約資産 91,893 108,030

電子記録債権 3,543 4,825

商品及び製品 14,183 20,717

仕掛品 95 933

原材料及び貯蔵品 845 3,144

その他 15,411 16,945

貸倒引当金 △34 △59

流動資産合計 171,033 211,316

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 91,096 101,038

土地 90,313 106,152

その他（純額） 50,229 60,197

有形固定資産合計 231,639 267,389

無形固定資産

のれん 12,104 11,786

その他 11,949 13,796

無形固定資産合計 24,054 25,583

投資その他の資産

投資有価証券 17,957 18,602

長期貸付金 279 662

退職給付に係る資産 7,703 8,395

差入保証金 14,388 17,013

繰延税金資産 5,115 4,464

その他 9,066 10,733

貸倒引当金 △418 △766

投資その他の資産合計 54,091 59,105

固定資産合計 309,784 352,078

繰延資産

開業費 0 0

繰延資産合計 0 0

資産合計 480,818 563,394

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 50,675 61,333

電子記録債務 9,076 12,413

１年内償還予定の社債 24 －

短期借入金 36,335 32,644

リース債務 4,632 5,960

未払法人税等 5,052 2,489

賞与引当金 6,585 4,253

役員賞与引当金 427 318

災害損失引当金 416 247

その他 24,420 37,582

流動負債合計 137,646 157,243

固定負債

社債 40,000 40,000

転換社債型新株予約権付社債 22,081 22,060

長期借入金 86,746 125,264

リース債務 15,970 19,110

役員退職慰労引当金 573 600

特別修繕引当金 196 280

株式給付引当金 336 325

退職給付に係る負債 7,050 7,413

資産除去債務 950 1,983

繰延税金負債 5,120 6,998

その他 3,291 3,758

固定負債合計 182,317 227,797

負債合計 319,963 385,041

純資産の部

株主資本

資本金 28,479 28,479

資本剰余金 31,545 31,547

利益剰余金 91,737 101,591

自己株式 △8,159 △7,966

株主資本合計 143,602 153,651

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,472 1,643

繰延ヘッジ損益 70 △127

為替換算調整勘定 755 4,044

退職給付に係る調整累計額 916 820

その他の包括利益累計額合計 3,215 6,380

新株予約権 388 366

非支配株主持分 13,648 17,954

純資産合計 160,854 178,353

負債純資産合計 480,818 563,394
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

営業収益 465,449 515,298

営業原価 398,717 438,622

営業総利益 66,731 76,676

販売費及び一般管理費 46,396 54,889

営業利益 20,334 21,786

営業外収益

受取利息 79 86

受取配当金 159 191

為替差益 20 212

その他 1,876 1,973

営業外収益合計 2,136 2,463

営業外費用

支払利息 908 1,158

その他 543 729

営業外費用合計 1,452 1,888

経常利益 21,018 22,362

特別利益

負ののれん発生益 － 1,651

補助金収入 248 206

固定資産売却益 82 143

投資有価証券売却益 － 40

特別利益合計 330 2,042

特別損失

固定資産圧縮損 243 206

事業所撤退損 － 136

固定資産除却損 124 106

新型コロナウイルス感染症による損失 211 －

災害による損失 8 －

特別損失合計 587 449

税金等調整前四半期純利益 20,761 23,955

法人税、住民税及び事業税 5,890 6,296

法人税等調整額 1,547 1,832

法人税等合計 7,438 8,129

四半期純利益 13,323 15,825

非支配株主に帰属する四半期純利益 712 878

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,611 14,947

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益 13,323 15,825

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △195 181

繰延ヘッジ損益 △4 △221

為替換算調整勘定 △3 2,900

退職給付に係る調整額 101 △96

持分法適用会社に対する持分相当額 － 987

その他の包括利益合計 △103 3,751

四半期包括利益 13,220 19,577

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,624 18,112

非支配株主に係る四半期包括利益 595 1,464

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に

定める経過的な取り扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

とといたしました。なお、当該会計基準の適用指針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２物流事業

商事・貿易
事業

ライフ
サポート事業

ビジネス
サポート事業

計

営業収益

外部顧客への営業収益 329,722 109,188 21,086 5,440 465,438 10 465,449

セグメント間の内部営業

収益又は振替高
2,784 9,609 62 4,533 16,989 △16,989 －

計 332,507 118,798 21,148 9,974 482,428 △16,979 465,449

セグメント利益

又は損失（△）
18,921 1,933 △340 674 21,188 △853 20,334

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　（１）外部顧客への営業収益は、持株会社である当社で計上したものであります。

　　　（２）セグメント利益又は損失（△）の調整額△853百万円は、セグメント間取引消去△54百万円及び各報告セ

グメントに帰属しない全社費用△799百万円であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（のれんの金額の重要な変動）

　「ライフサポート事業」セグメントにおいて、ダイヤクリーニング株式会社の株式を新たに取得したことによ

り、連結の範囲に含めております。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては296

百万円であります。

　また、2020年12月１日に行われた株式会社ＵＡＣＪ物流との企業結合について、取得原価の配分が完了していな

かったため、のれんの金額は暫定的に算出された金額でありましたが、第２四半期連結会計期間に取得原価の配分

が完了し、暫定的な会計処理が確定したため、「物流事業」セグメントにおいてのれんの金額を修正しておりま

す。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２物流事業

商事・貿易
事業

ライフ
サポート事業

ビジネス
サポート事業

計

営業収益

外部顧客への営業収益 360,342 119,326 27,746 7,879 515,294 4 515,298

セグメント間の内部営業

収益又は振替高
3,064 11,287 111 5,296 19,760 △19,760 －

計 363,407 130,613 27,857 13,175 535,054 △19,755 515,298

セグメント利益 20,095 1,892 245 839 23,072 △1,285 21,786

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　（１）外部顧客への営業収益は、持株会社である当社で計上したものであります。

　　　（２）セグメント利益の調整額△1,285百万円は、セグメント間取引消去△267百万円及び各報告セグメントに帰

属しない全社費用△1,018百万円であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　３．前連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第３四半期連結累計期

　　　　　間の数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　（報告セグメントの区分方法の変更）

　当社グループは第１四半期連結会計期間より「事業の深化と創出を通じて、人と社会に新しい価値を届け、持続

的な成長を目指す」を基本方針とする５年間の新中期経営計画を開始することに伴い、従来の「その他事業」セグ

メントを「ライフサポート事業」及び「ビジネスサポート事業」に変更しております。

　また、複雑かつ多岐にわたる事業領域を効果的かつ効率的に管理するため、第１四半期連結会計期間から、報告

セグメントへの集計方法を、各事業会社の事業を業種別に分類集計する方法から、事業会社単位で分類集計する方

法に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後のセグメント区分に基づき組み替えたものを開示

しております。

　　（報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）

　第１四半期連結会計期間より、各セグメントの経営成績をより適切に評価するため、従来、各セグメントへ配分

していた取得関連費用を、報告セグメントに帰属しない「調整額」として表示する方法に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の算定方法に基づき組み替えたものを開示してお

ります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（のれんの金額の重要な変動）

　2022年１月31日に行われたAIR PLANNERS (S) PTE.LTD.との企業結合について、取得原価の配分が完了していな

かったため、のれんの金額は暫定的に算出された金額でありましたが、第２四半期連結会計期間に取得原価の配分

が完了し、暫定的な会計処理が確定したため、「物流事業」セグメントにおいてのれんの金額を修正しておりま

す。

（重要な負ののれん発生益）

　当第３四半期連結会計期間において、中央化学株式会社の株式を取得し、連結子会社としたことにより、負のの

れん発生益を1,559百万円計上しております。なお、負ののれん発生益の金額は、当第３四半期連結会計期間末に

おいて取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。また、特別利益に計上してい

るため、報告セグメントには配分しておりません。
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